






















アンという。呉音とは中国と直接交通しないで、朝鮮（百済）を仲介としていた時代、中国南方（呉）の音を伝え ものらしい。漢音というのは惰唐との 国交が開けてから入って来たもので、陪唐時代の北方音 基づく標準的発音であったらしい。唐音とは明・清時代、特に中国の南方音を伝え もの る。中山久四郎博士に「唐音考」「唐音十八考」の論文がある
江戸時代には、長崎の唐通事、一派の信者、一部の小説家、並に好事家 間に中国音すなわち唐 の研究が行われ
































































































































































































国にそのまま適用し得ると考える と同じく無 があった。この時間 空間を超越 る所説に、誤謬と矛盾とが包蔵されていた。ま 儒者 治国平天下の教化主義政治主義をその立場とするが 彼等のいう治国平天下の道 は何か。無為にして化するか、礼楽制度による のこつである。中国において、このいずれもが空想的理想的なものであったことは、事実上同一政権の長続きす ことができな で、易姓革命が反覆されたこ によ て明らかである。徳川政権の治国平天下は何によってなされたか、またなされようとしたか。それは無為でもなく、礼楽でもなく、制度であった。川時代に制度の研究や論議が盛んであっ わけがここ あったので る－
儒者にとって、彼等の奉ずる儒者のドグマ主実際社会とをどのように調和妥協させるかが問題となり、悩みとなった











るものとし、六蹄（胃・大腸・小腸・胆・勝脱・三焦）は内臓の補助をなし、脈によって連絡されている 生理学は陰と陽とのこ個の原理 よりて臓蹄の機能を説明し、疾病の原因は、 を外邪と内因とに分ち、外邪は寒・熱・風・湿・飲食であり、内因は喜・怒・
1 ．憂・思であるとした。宋医学になると性理説の影響をうけて五運六気の説が論ぜられた。五





せて治方を立て、和平 剤を用いて元気 補益することを主とした。この期の病理学は先ず外感と内傷とを区別した。外感は風・寒・暑・湿 して、張仲景の傷寒論の説によったものであり、内傷は飲食、起居等の不摂生によるもので李果の内外傷弁惑論に説くところである
D
朱震享に至り、更に五臓の火、六慾七情によりて起る相火の説と、僻伊／証の論










国人の自然観である、陰陽五行をもって天地人三才を貫く法則であるという観念に立脚して 陰陽五行説を人体にも、あてはめたも であり、かつ栄学の影響を受けた思静的な医学であって、経験と 察とから遊離した思排に立
っ
たもの




業たらば自然に癒る事をうべし、彼書婆が医術及ずして 釈尊浬繋に入給き 是則定業 病癒ざる事を示さんがためなり、（中略）仮令四部（轄 ） 書 鑑て百療に長ずと云 も、争か有待 依身を救療せん、仮令五経（諸民間的諸碕）の説を詳しく衆病を癒すと云とも、量先世の業病を せんや、
右は平重盛の言葉として記す。当時の医術に対する一般の考え方が示されてをるとすれば は学問としても、技術としても、その価値が低下していたとも云える。
近世になって、医者が僧服をまとい、僧官僧位 拝し、かつ儒を兼ねるのが一般であった。需にして医を兼ねた人の














日 明 与 と
いい、「不












































































和漢ノ医学ソノ道－一クハシト云輩卜云ドモ ミナ実見ニットメズ、徒－一空談ノミヲ以テ活人ノ病ヲ治療セントス、生ヲ得タル人々ハ幸ニシテ免タルモノヵ、万町琴坂ト云儒医和蘭陀’医治ヲアラハシテ、和漢ノ誤リヲ正シ、始メテ千古伝来ノ固泥ヲヤプル、一快ナラズヤ、スベ 西洋ノ人事実由来 求ム コト淵源ヲキハメザレパオカズ、
右の如きは進歩主義の人々の理解ある言葉であるが、一般の人々には西洋科学を理解することがむづかしかった。京都の学者猪飼敬所探仁時は、
今ノ蘭学ヲ為ス者云、漢土 説ハ臆説多シ、西洋ノ説ハ茨強スル者ニテ虚妄ナシト、是然 フズ、解体新書ナドニ人ノ作用ヲ論ズルモ、生時一一験スル アラズ、死後ノ推量ナリ、


































紀氏と改めた。この元孝が明和二年四月十日諸医 子弟のために医学校を設くことを幕府に請願し、五月九日許可をえて、神田佐久間町二丁目天文台跡に地を貸与されて工事を起し、十一月九日講堂が落成し、これを騎寿館と名づけ、十二月七日若年寄松平摂津守忠恒より医道志あるもの勝手次第修業するよう達せられた。館主多紀氏 下に学政一切を掌る総理があり、都議・教授・薬園監・書記・童子あり、患者は都講が診 ら、諸生に診させて習熟させた。元孝の子元徳の時、寛政三 十月二十四日踏寿館を改めて幕府直轄の官立の医学館とすること、なり、多紀氏は館主を世襲する










































（ 印 ）（ 日 ）（ 臼 ）（ 臼 ）（U
） 
（ 店 ）（ 日 ）（ 臼 ）（ 珂 ）
蘭学事始（明治二年刊）下巻、十二了。呉秀三博士「シiボルト先生生涯及功業」六七一頁。??????「??????????﹈??中山久四郎博士、唐音芳、史学雑誌第二十八編十て十二号 唐音十八考、東京文理科大学文科紀要第三巻。訳司統譜、明治三十年穎川君平編纂発行。板沢武雄、江戸時代に於ける地動説の展開と其の反動、史学雑誌第五 二編第－号。訳司統譜、一二六頁。板沢武雄、古医方唱道の歴史的意義 中外医事新報千二百九十号、昭和十六年四月。華山全集第二、八六頁参看。三焦は上・中・下に分れ 上焦は心臓の下にあり、中焦は胃の中涜にあり、下焦は腸脱の上口にありて排池をつかさどるものとされた、実在しない観念的なものである。日本儒林叢書、史伝書簡部二四頁。帆足万里全集、 巻四一頁。象山全集、上巻所収写真。象山全集、上巻二四一頁。重野安緯撰、景岳橋本君碑に見ゆ。福翁自伝、福沢全集第七巻三八七頁。日本教育史資料第七巻、医学の部、 外医事新報昭和八年－月号、森潤三郎著「多紀氏と医
学
館」参看
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徳川禁令考後緊巻三十六。
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